
金
滞
古
蹟
志
巻
八

の
趣
島
よ
び
兵
太
夫
へ
被
ν
仰
た
る
話
の
趣
な
ど
有
の
ま
h

中
上
け

る
庭
、
成
担
+
ん
な
る
都
也
。
見
ん
は
hu
れ
が
一
生
の
分
別
モ
と
な
ひ
設

し
巾
む
し
た
り
。
さ
す
が
浮
問
中
納
言
也
と
御
意
被
ν
成
と
也
。
赴
は

家
康
公
へ
利
政
君
の
御
返
答
と
同
事
也
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
民
、

右
の
僻
話
た
ど
も
皆
卒
保
頃
の
俗
談
K
て
・
四
開
橋
兵
太
夫
が
登
起
し

て
、
八
丈
島
へ
渡
裕
せ
ん
と
伊
豆
の
浦
ま
で
至
り
、
益
し
く
立
的
り
、

幕
府
へ
直
訴
せ
し
背
中
な
ど
を
ば
迫
h
k

間
絞
り
て
.
か
h

る
よ
し
に
語

り
体
へ
た
る
も
の
た
る
べ
し
。
抑
字
菩
多
中
納
言
秀
家
八
丈
島
へ
配

流
せ
ら
れ
し
都
は
、
烈
組
成
績
に
云
ム
。
出
品
長
八
年
発
卯
八
月
十
八

日
.
字
苔
多
秀
家
共
子
八
郎
秀
勝
流
子
八
丈
島
7z'凡
ん
秀
家
ぽ
a

子
笹

山
崎
山
津
義
弘
彦
事
館
叫開
作品
直
畠
加
賀
前
岡
利
長
↓
利
長
山弘前，

K
忍
恥
求
菅

生
，
告
τ
批
肌
紳
組
↓
一
肺
組
以
去
ハ
第
一-利
家
之
女
智
↓
減
:
死

一等一惜別
一子
八

丈
島
プ
努
家
落
髪
山
mI一林
瓶
↓
享
諒
八
十
位
帥

4

究
文
二
年
卒
z
子
八
丈
島
-

と
。
右
八
郎
秀
勝
が
弟

E
小
平
次
と
云
ふ
。
八
郎
が
子
太
郎
助
、
共
の

子
孫
九
郎
と
一
耳
ひ
、
小
平
次
が
子
制
服
松
、
共
の
子
三
助
‘
共
の
子
体

平
と
云
ふ
。
共
の
家
族
皆
八
丈
島
民
柑
縦
し、

家
系
市
出
納
し
て
世

々

前
附
家
よ
り
恩
施
あ
り
し
米
穀
A
R
幣
等
の
施
物
を
以
て
、
数
百
年

の
間
家
族
を
養
育
し
、
山
崎
地
花
出
即
位
男
女
共
K
徒
食
し
て
m
革
新
を
経

家
同
町
総
陀
.
利
家
卿
第
四
女
於
詩
M
m
a

幼
而
錦
z
附
品
太
問
之
養
女
a

被
ν

嫁
n
備
前
中
仙
制
官
秀
家
卿

7
政
世
人
間
岬
厄備
前
上
様
↓
生
局一一
m
m
一
女
吋
鋭

長
五
年
秀
家
卿
配
み
山
子
八
丈
賂
↓
依
u

之
来
-金
訓
聞
↓
賜
a
祉
問
千
五
百

石
↓
寛
永
十
一
年
五
月
廿
三
日
卒

a

年
六
寸
一
。
と
あ
り
。
さ
て
字
菩

多
市
棋
は
山
院
長
八
年
八
丈
陥
へ
配
流
せ
ら
る
h
A

よ
り
‘
明
治
紺
新
の
際

彼
の
一
族
悉
く
召
返
さ
れ
し
時
ま
で
、
凡
モ
二
百
七
姶
年
間
八
丈
的

に
土
中
山
市
し
‘

家
族
道

h
k

一繁
息
す
と
い
へ
ど
も
‘
前
回
家
よ
り
運
送
せ

ら
る
h

米
穀
金
幣
等
を
以
て
活
計
主
立
て
‘
維
新
の
恩
典

K
依
っ

て
峨
地
よ
り
立
飾
り
、
内
閣
一
般
の
人
民
と
成
れ
る
も
の
.
全
く
川
陣

栃
兵
太
夫
が
忠
孝
に
依
り
て
友
る
べ
し
。
放
に
今
罰
則
末
を
袋
に
鮮
紀

す。O
天
徳
夫
人
御
局
審
邸

側
屋
政
府
骨
の
古
手
、
談
陀
云
ふ
。
天
徳
院
桜
一光
和
八
年
成
七
月
三
日
御

他
国
仲
也
。
翠
九
年
十
二
月
十
八
日
奥
村
河
内
屋
敷
よ
り
火
郡
.
御
披

中
以
の
外
騒
動
、
火
移
る
や
う
陀
見
わ
た
り
。
御
局
御
子
様
方
を
引

選
ま
し
表
へ
川
け
る
を
、
利
常
卿
御
叱
り
陀
付
由
民
へ
入
た
り
。
同
十

年
の
二
月
欺

J
御
局
表
へ
出
、
老
中
へ
針
而
し
て
何
や
ら
ん
臓
分
の

鉢
也
。
脇
指
を
指
て
居
た
り
。
間
耐
久

Jm内
屋
敷
の
火
E
の
首
尾
と
附

金
滞
古
蹟
志
品
也
八

四

た
る
も
大
穫
の
恩
様
K
て
院
長
以
来
天
下
太
平
K
麗
し
.
賭
蒋
無

郁
に
飢
闘
を
治
め
古
都
れ
る
飴
滞
と
は
い
へ
ど
も
、
賀
民
字
泣
い
多
市
棋
の

幸
と
一
耳
ム
ベ
し
。
叉
前
間
家
よ
り
八
丈
島
宇
喜
多
家
の
子
孫
へ
年
々

物
ロ
聞
を
腕
ら
れ
、
彼
の
子
孫
世
々
此
の
時
間
物
に
依
っ
て
活
計
主
立
て

た
る
も
の
、
l
I
全
く
潔
橋
兵
太
夫
が
忠
孝
の
良
心
よ
り
起
り
た
る
美

都
な
る
と
と
知
ら
れ
け
り
。
共
の
物
ロ
聞
は
、
町一
a

保

元
文
宜
保
究
政

年
聞
に
前
間
家
よ
り
八
丈
略
字
喜
多
子
孫
へ
の
附
物
目
録
を
見
る

花
、
秀
家
卿
の
子
孫
迫
々
数
家
K
分
れ
.
北
ハ
の
家
族
及
び
家
来
筋
な

る
村
問
助
六
の
家
族
ま
で
も
磁
ら
宇
人
別
に
照
ら
る
h

例
陀
て
‘
其

の
物
品
は
金
子
染
絹
染
桃
子
・
染
木
綿
染
布
染
手
拭
及
び
帯
地
・

綿
糸
苧
紙
航
中
盤
・
円
抑
剃
刀
前
茶
・
繋
極
矧
な
り
。
米
は
一
統
へ

白
米
四
斗
依
七
十
依
、
右
員
数
夫
れ
/
¥
定
あ
り
て
贈
ら
る
L
例

也
。
阪
W
M
維
持
K
・毎
裁
と
あ
れ
ど
も
後
隔
年
に
成
り
た
り
け
ん
。
平

保
二
年
凹
月
幕
府
へ
の
言
上
設
に
も
・
左
之
白
川
々
先
年
よ
り
隔
年
に

治
巾
候
。
此
外
凝
時
四
岡
越
に
付
遺
俄
も
官
官
ν
之
と
あ
り
。
叉
究
政
八
年

彼
の
川崎
打
線
吉
凶
作
の
山
聞に

τ助
成
米
、
額
来
る
に
付
き
白
米
七
十

依
不
時
K
附
ら
れ
た
る
よ
し
飽
絡
に
見
b
た
り
。
按
宇
る
に
・
字
誌

多
秀
家
は
前
旧
家
に
於
て
元
副
臨
時
間
従
一
位
利
家
卿
の
鍔
君
也
。
前
閃

h
た
り
。
老
中
は
一矧
を
地
に
付
、
い
か
ゃ
う
と
も
御
意
次
第
、
江
戸

へ
御
防
り
被
ν
成
皮
ば
共
通
り

.n北
陀
御
座
有
皮
ば
共
分
‘
上
方
へ
御

越
被
ν
成
度
ば
御
勝
手
次
第
.
何
様
陀
も
と
被
ν
仰
た
り
。
同
年
凶
月
三

日
御
局
天
徳
院
へ
阜
世
話
之
時
‘
御
披
御
門
へ
被
i

仰
波
一
女
房
之
分
何

者
に
よ
ら
宇
御
城
へ
不
v
可
v
入
と
の
都
民
て
、
御
局
主
下
口
血
齢
制へ
芭

に
被

v遣、
先
よ
り
不

vm。
十
制
御
局
屋
敷
は
奥
村
笠
岐
の
隣
.唯
今
一
脚
厄

伊
兵
術
屋
敷
也
と
。
延
貨
の
金
部
闘
に
次
k
m帆
せ
た
る
如
く
見
ゆ
。

元
総
六
年
の
士
相
官
民
、
一
脚
尾
伊
兵
衛
小
姓
衆
町
二
帯
町
と
見
h
、
享

保
九
年
の
士
幌
花
、陪
向
廻
組
五
百
布
小
将
町
一
例
彪
匹
省
衛
門
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
伊
兵
衛
芭
保
は
一
例
尾
主
殿
助
秀
直
の
子
に
て
.
五
百
石

川
胸
は
る
。
共
の
子
を
仰
太
夫
と
一
苫
ひ
、
仰
太
夫
無
ν
子
賞
弟
を
養
嗣
子

と
す
。
是
也
右
衛
門
也
。

O
天
徳
夫
人
御
局
侮
詩

門
町
家
見
附
銀
に
一耳
ム
。
元
利
八
年
七
月
三
日
中
納
官
利
常
卿
之
仰

開山
中
逝
去

a

子
ν
時
廿
三
議
-
拙
雌
a
天
抽
出
院
段
↓
閉
百
九
年
八
月
下
旬

天
徳

院
殴
之
御
局
罪
科
有
ν
之
.
鞍
蛇
資
被
v
行
と
。
捌
屋
政
容
の
古
兵
談
に

は
、
元
和
十
年
の
夏
法
制
三
左
衛
門
と
て
三
百
石
取
御
小
将
K
被
=仰

付
一
御
局
を
蛇
貨
に
批四日
仰
付
一
則
御
成
政
な
り
。
御
局
は
江
戸
御
船
出
世

四
七




